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の 与 式 =一品

② 与 式 =
-δ
mm

③ 与 式 = 12 a + 3 b - 2 a + 6 b
= 10 t 9bammmm

④ 与 式 = √90
= 30Tomm

( 2 )絶対値 が 2 以下 の整数 は
- 2

.

- 1
,
0
.

1
,
2

なので 5 個
m

22

( )100 at 40tbmmm

(2 ) 八 Y
… 7 x = ー 1 のとき

羹誉 ー Y の変域 Y = -2 × ( - 1 ) + 5 =
x = 2 のとき

(… ;
) x

Y = - 2 × 2 + 5 =
1

よってな 国 より Y の 変域 は火Y = - 2xt5 l ≡ yE 7
mmm

xの変域



(3) x + 4x - 21 = 0

② (x t 7 7(x - 3 ) = 0

.
: x = - 7

,
3
m

～

(4 )

l 11 m より 同位角 が等 しいので

⑦ = 35
”

よって

骨 ⑨ = 180
~
- 67 - 35

'

= 780

対項角 は等 しいので
Lx =⑨ . :Lx =78

”

( 5 )

ア
.

0 ~ 5 分 : 0
.
00

.
5 ~ 10 分 = 0

. 10 .

10 ～ 15 分 : 0
.

20

より 15 分未 満 の 累積相対度数は

0
.
00 t 0

. 10 t 0 .

20 = 0
.

30

4 割= 0 . 4 であり , 0
.

30 < 0 . 4 であるから
15分未満 の 生徒 は 4 割より 少 ない 、 よって 誤 り

ィン 2 年生 の 20 ~ 25分 の 相対度数は 、 0 .
30 だから

度数 は 0 . 30

×点



3 年生 の 20 ~ 25 分 の 相対度数 は
、

0
.
30 だから

度数 は 0
.
30 ×星 =、b

人数
よって 度数 は 異 なるので 誤 り

⑨ : 2年生 において

25 ~ 30 : 0 . 10 30 ～35 : 0 . 10

より 25分以上 の 累積相対度数は

0
.
10 t 0 . 10 = 0

.

20

よって 度数 は、 0 . 20 × 30
=

b

3 年生 において

25 ~ 30 : 0 .
15 30 ～35 : 0

.
15

より 25分以上 の 累積相対度数は

0
.
15 t 0 . 15 = 0

.
30

よって 度数 は 0
. 30 × 20 =～6

よって 度数が等 しいので 、 25分以上 の 生徒 の

人数は 等 しいので正 しい

I : 2 年生
、

3年生 ともに 35分以上 の相対度数
は 0 . 00なので 、 35分以上 の 生徒 はいない
よって 誤り



3

しい

① 箱 A
玉 を 取 る 方法 は 3 通 り 、 そのうち 赤玉 を

取 る

方法 は 2 通 りなので 、確率 は

烹
箱 B

玉 を 取 る 方法 は 3 通 り 、 そのうち黒玉 を 取 る

方 法 は 1通 りなので 確率 は

臣
箱 C

玉 を 取 る 方法 は 3 通 り
、

そのうち 白玉 を 取 る

方法 は 1通 りなので 確率 は

ゑ
よって 、 箱 A から 赤玉

い箱 B から黒玉、 箱 C から
白玉 を 取 る 確率 は

言 すま “ 熟



② 箱 AB .
C

から 玉 を 取 る 方法 は 、 それぞれ
3 通りなので 、玉 の 取 り 出 し 方 は 全部 で

3 × 3 × 3 = 27
通

りmm

箱 A の 赤玉 を 赤 い 赤 2 とすると
、
3 個 の 玉 が

全 て 異 なる 色
…

～ であるの

( A
,
B
.
C ) = (赤 し 黒白 )

、

し赤 い 、 白黒 )
(赤 2

.
黒白 )

、

(赤 2
.

白
、

黒 )

( 白 、 赤黒
)
( 白

、
黒赤 )

の 通 り
…

～ 6玉 の 取 り 出 し 方 は

( )全 て 異 なる 色 … 6 通 り
li : ) 2 個 の 玉 が 同 じ 色 } x通り } 27通 り
(iii ) 全 て 同 じ 色

の 3 パターンであり 、 少 なくとも 2個 の玉 が

同 じ 色 の 場合 の数 は ii) または ii:lmmn だから
これを x 通りとすくとと

x = 27 - 6
= 21 通 り
…

よって 、 求 める確率 は

岩点



( 2 )

①

A 黒 白 白 黒 白 白 黒

B 白 白 黒 白 白 黒 白

C 白 黒 白 白 黒 白 白

D 黒 白 白 黒 白 白 黒

上 国 より 7 枚…
…

②
A 黒 白 白 黒 白 白 黒

B 白 白 黒 白 白 黒 白

C 白 黒 白 白 黒 白 白

D 黒 白 白 黒 白 白 黒

D さんが 黒 いカードを n 枚並べ終えたとき
、

A さんのカードの列 には 黒 いカード 1枚 と 白 いカード
2枚の合計 3 枚 のカードのまとまりがし n 一 り 個 と

黒 いカードが 1枚あるよって
、

A さんのカードの

列 に 並 んでいる 黒 いカードと 白 いカードの 朴数
の合計 は



a = 3 ( n - 1 ) t 1

= 3 n - 3 1

= 3 n - 2

n は 自然数 であるから
、

3 n - 2 は n の 3 倍より
2 小 さい 自然数 を 表 している
したがって

、

a は n の 3 倍よりトさい 自然数 である

4
商品 A の 売れた本数を x本

、 商品 B の 売れた
本数 を Y本 とすると 、 商 C は 、商品 A と 同 じだけ
売

れたので 、 x本 である

商品AB . C の 売 れた本数は 合わせて 54 本なのでで
x tY t x = 54

商品等
2 x + y = 54

BC の 売 り 上 げ ～

ーの金額の合計は 、 8480 円
なので

120xt 150 y + 200x = 8480

∞ 320xt 150 Y = 8480

の0
_ 32 x + 15 Y =

848よ
～

- ②

32 x + 16 Y = 864
ー ) 32x + 15 Y = 848

y = 16



Y = 16 を ① に 代入 して
2x t 16 = 54

⇒C 2 x = 38
. .x = 19

これらは 問題 に適 している

商品 A = 19 本 商品B : 16 木nwn

5

( い )

I : 半円 の 弧 に 対 する 円周角
は

90”

口 :斜辺 と 他 の1 辺 がそれぞれ等以

よって志

(2 )

OOCA と OBCD において

BE に 対 する 円周角 は

等 しいので

LOAC =∠ BDC ー①
X メ 爻 円周角 の 定理 から

∠ AOC = 2 LABC -②
OABC ≡ OABD より
合同 な 因形 の 対応する
角 は等 しいから



LABC = LABDー③

また
L DBC = LABC + LABD ー ④

③
. ④ より
∠ DBC = 2 LABC ー⑤

②
.
⑤ より

∠ AOC = LDBC ー ⑥
の ⑥ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

O OCA ∞ OBCD (証明終わり )

6

( ) A ( - 6 , 12 ) は Y = ax 上 にあるので

12 = a × (-6 )
2

⇒ 36 a = 12 : . a =
mm

(2) B は = 五 x 上 にあり x = 2 なので

y =☆× 2

= 辻 < : B ( 2,
直線β の 式

をY = mxtn とおくと 、 A ( -6 . 12).

B ( 2
. 5 ) を 通 るから



12 = - 6 m t リー ①

_ ) ⑤ = 2 m × n ー ②

12 - 5 = - 8m

ゃ

…
"

m
☆

m = 一女 を ① に 代入 して

12 = - 6 × ( - 4 ) en

⇒ n = 12 . 8

= 山

よって 、 ー⑤
(3 )

C は Y = -34ct 4上にあり
Y = O だから
0 =
-
4
x+4

⇐ 54x = 4
So @ p

:
. x = 3

R ℃
.

℃
CL 3

,mm



Q は P を 通り Y 軸 に平行 だから 、 P . Q の

x座標 は 等 しい

また 、 口PQRS は長方形 なので
、
RQIPQ

,
SPIPQ

であり
、 PQ 1Y 軸 、

x
軸」Y 軸 だから 、 RQ 、 SP

はともに x軸 と平行 である
よって R は Q の Y 座標 と等 しく

、

S は P の Y座標 と

等 しい

⇒ R は Q と Y軸 について対称 、
S は P と Y軸

について対称 である

P について

Y 二形 x 上 にあり xt だから

=t ン ∴ P 1t
.

Q について

g =☆x 上にあり x さだから

y = すな : . QLt ,Btmw

R について

Q と Y軸 について 対称 だから 、 Rt 、ま
t～



S について

P と Y 軸 について対称だから 、 S/ tt)
n

よって

PQ = 4 ピー ☆世
mpay座標
Q

の Y座標
So 0R = ン

な
2tー ' RQ=x座標「のx座

= 2t

したがって 、 DPQRS の 周 の長 さは

ピ × 2 + 2 t × 2 = 2 ピ + 4 t
～

(- 6 , 12
) 左国 のようにOATS を

考える
CT = 3 - (- 6 ) = 9

AT = 12 - 0 = 12

OATS で 三平方 の定理
より

「
。 。

c (3 , 0 ) AC=√92
:√81 +144N225

= 15
= 15



DPQRS の 周 の 長 さ = AC より

2ピ + 4 t = 15
⇒ 2 ピ + 4 t - 15 = 0

解 の 公式 より

t =
- 2 ±√ 4~ - 4 × 2 × ( - 15 )

2 × 2

=
一2
-2 ± 2034

=

4

=雪
ここでセ 7でよりた

m～

ワ
しい

OOEF と OOAB において

OE : OA = 2 : 3 ーの別。
OF = 0 B = 2 = 3 ー ②

√
①

.
② より

\1 ①

点
OE : OA = OF : 0 B ー③

√ 共通 な 角 は等 しいので

LE OF = LAOB ー ④



③
.

④ より 2組 の 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ等 しいので
DOEF ∞ OOAB ー ⑤

ここで 各辺 は 6 cm より

= 6 ×

2= 6 ×③= 4
～

であり ⑤ より 対応 する辺 の 比 は等しいの

略= EF悲
6

: : EF = 4cmmmmm

OOHG と OODC において
OH : OD = に 3 ー ⑥
OG : OC = 1 = 3 -⑩

⑥
.
⑦ より

OH : OD = OG : OC - ⑧

共通 な 角 は 等 しいの 、
LHOG = LDOC - ⑨

⑧
.

⑨ より 2組 の 辺 とその 間の角 がそれぞれ等しいのでで
O OHG S OODC ー⑩

ここで 、 各辺 は 6cm よ

= 6 × 臣= 6 ×☆=2
であり

、

⑩ より 対応 する 辺 の 比は 等しいので 、
然= HG :路



-

: HG = 2cmmm

よって

EF + HG = 4 t 2
= 6
cmmm

(2 )

①
0

←
383

Q

' 殄

π 警 。
↑

「
汾

。 P

θ

R 「 ④

'
削 N

R M

OOHG S 00 DC より
LOHG - LODC

よって 、 同位角 が 等 しいので 、 HGVDC
ー

平行線 の 性質
～

～よ a
^

:, aib = cid
b d

器 =

0
Q =QN- 7

ここで OODC は OD ニ OC の =等辺三角形で N は 、

DC の 中点 より ONIDC よって OODN で

三平方 の 定理 より

～=√ 369= 7 = 3分



= 3.rcmmins

したがって 、

OQ : QN = に 2 より

QN = 3」√ 3

× 1
+② =3「 3

×
③

=暇
また、対称性 よりON =OM ∴ OM=

3

0
'\

3√3 : O から NM に 垂線を 下ろした

, 33 足を 0
「 とする

行 江 言
OONM は ON = OM の「 P

' = 等込三角形 なので 、 O
'
は

⑦

NRf31通 M NM の 中点 : NO ' = 3 cm
～\ '

6

OONO
'
で 三平方 の 定理より

001 = 」( p -3
2

= 1 -97 =T8 = 3エ
m

= cm3Ʃ
m

OQNRCOONO1 において 、 QR 100より 同位角
が等 しいので
<NQR =< NOO ' ー

LQRN = L 00
' N ー ②

の ② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OQNRSOONO
'

よって

QR =



⇒ Q R : 3Ʃ = 2 : 3

二つ( 3QR = 6㎡
: .QR～22 cm

また

NR:=
⇒ NR = 3 = 2 = 3

=DC 3NR = 6

: : NR =
2

よって 、
O'
R

～ = 3 - 2 = 1cm

また O OEF CSOOAB
より

Q
℃

LOE F = LOA B

。

N 袤誉 .

P
よって 同位角 が等 しいので

⑤

R EF 1 YA
削

平行線 の 性質 より
OP = PM = OE = OA

= 2 = 1



0

P から NM に 乗線を 下ろした

, ‰ 足 を Pとする。

㎡ 。 P.
⇒ PP'100

"

Nが、 別 平行線 の 性質 より
MP - PO = MP

1
p
'Ol

よって 9 + 2 =⑪

M

MP
'
- P

'

O = 1 - 2
M

0 - 3 cm より

P
～

=
3 × i

+
z = 3 × ③= 2cm～

以上 より

PR
=
14 2 = 3 cm
～

であり 、 OPQR において QR を 底辺 としたときの
寄 さは PR に 等 しいから、 求 める 面積 は

I , 2√E × 3 = 3fcmmmm
②

π 競。



(断頭三角柱 の 体積 )

\ な 国 の 体積 は

atbtc'
C S ×

3

“ド…店面積 s
ここで OPQR を底面積 とすると 、 求める体積 は

HQTRTPE HG + R + PF
OPQRX + O PQR X

3 3

= 3√2 ×

1 t 0 + 2
十 3√Ʃ 人

t 0 + 2

3 3

= 3」√ 2 t32

= 6k m
㎥

mmin


